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話 し い ただ きま した 。 又 ， 物性研 の 赤沢氏 に は超 低速 イ ォ ン 吸着の 実験 の 発 表を， 阪大の 大辻

氏に は W （100 ）の 計算機実験 の 発表 を して い た だ きま した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （世話人 　垣谷公徳 ）

サ ブゼ ミ 誘　電　体

　最近 ， 誘電体 の 分野 で も低温 で の 物性が注 目を集め る よ うに な っ て きま した 。 中で も混晶系

の ダイ dS
°
　・一ル グラ ス に は ， 国内 ， 外 で い くつ もの グル

ー
プ が研究 に 携わ っ て い ます。また誘電

体 の 研究者に よる ペ ロ ブ ス カ イ ト構造 を持 っ セ ラ ミ ッ ク ス の高温 超伝導体 の 発見 に よ り，低温

で の 誘電体の 物性 が 見直 されて い ます。

　そ こ で今年 は ， ダイ ポール グラ ス 〜 低温 で の 誘電 体 の 物 性〜 と い う テ ー
マ で サ ブ ゼ ミを行な

い ま した 。

　まず初 日に は ， 講師 の 高重先生 に ア モ ル フ ァ ス 強誘電体， quantum 　ferroな ど の 低温 で の

誘電体 の 物 性に つ い て の レ ビ ュ
ー

的なお 話， それ に チ ュ
ー

リッ ヒ で の Milllerら との 高温超 伝

導体の 研究に っ い て ， 色 々 な体験談 をま じえ て お話 し て い た だ きま した。

　2 日 目に は ， 発表者 の 御二 入 に それぞれ混 晶系の ダイ ポー
ル グラ ス に つ い て の お話 をし て い

た だ き ， 出席者全員で議論がな され ま した 。

　今年は 出席者 が少 し少 な め で した が ， た い へ ん 有意義な時聞 を過 ご す こ と がで きた と思 い ま

す。

　最後 に こ の 場 をか りて ， た い へ ん お忙 し い 中， 講演 を引き受けて 頂 い た講 師 ， 発表者 の 方 々

にお礼申 し上げ ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文 責　坂田英明 ）

サ ブゼ ミ　 「物性基 礎論 皿」 「解 けるモ デル 」

　阿久津泰弘氏 （神 奈川 大物理 ）に講 師をお願 い しま した 。
2 次元格子模型 の 厳密解 に っ い て ，

初歩か ら最近 の 発展 まで講義 して 頂 きま した 。 発表者は ， 世 話人 が予 め お願 い して い た井上真
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氏 （東大理 ）と， 飛び入 り参加 の 出口哲夫氏 （東大教養 ）の 2 人で した 。井上氏 は 「量 子 ス ピ

ン 系 も面白い よ」 と題 し て
，

こ の 両者の 関係 と
， 組み紐群に つ い て 話 され ま した 。 講義 ， 発表

い ずれ も大変興 味深い 話で ， しか も分 り易 く， こ の 分野 に 関心 を もっ て い た参加者 は 大変楽し

め た こ と と思 い ま す 。 特に ， 紐 を操 りな が ら闔達 に 話す出 口氏 の 発表は 印象的で した 。最後 に
，

忙 し い なか 時間を割い て くだ さ っ た 阿久津氏 と発表者両氏 とに 感謝の 意 を表 し ， 来年の 世話人

に バ ト ン を手 渡す こ とに します 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責　伊藤伸泰 ）

サ ブ ゼ ミ 格 子 欠 陥

打 ち っ ぱな し の コ ン ク リ
ー

トと青い ビ ニ ール シ ー
ト， ほ の か に香 る の は ぬ かみ そ の 臭 い か 。

な ん と格子欠陥サブゼ ミは ス キ
ーの 乾燥室 で行 なわれ る こ とに な っ て い た の だ っ た 。

い っ た い

こ ん な所に 人 が集 ま る の だろ うか ？と不安 を抱 きつ つ も迎 え る本番 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マキ　 イ

　発表 をお願 い した の は 九大応力研 の 槇井浩
一 さん で す。今年 の 春 の 学会 で 発 表 をお願 い し ま

した 。　rBCC 結晶中の らせ ん転移 と点 欠陥の 相互作用」 と い う題で す。

　講 師 をお願 い した の は 東北大金研 の 石 岡俊也先生で す。 「転位 の ダイ ナ ミク ス 」 とい う題 で

す。

　人 の 入 りは ， ま あ大入 り満員 とい っ て もよ い で し ょ う。 30 ぐ らい の 席 が全 て うま りま した

か ら。ほ っ と一息。時間中は私 が一
人 で質問 しま くっ て い た よ うで

， 今ひ とつ 議論に盛 り上 が

りが欠 け て い た よ うで す 。 残念 。

　その 夜の コ ン パ で 次の 世話人 に タ ッ チ して無事肩の 荷 を降ろ しま した 。 とに か く石 岡先生 ，

槇井 さん ， 九大 の 皆 さん ご くろ う様 で した 。 ま たお会 い しま し ょ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 池渕 立 ）

サ ブゼ ミ 高 　 分 　子

参加者は ， 20 〜 14 名と少数 で した の で ， くつ ろ い だ雰囲気で進行 し ま した 。 講義形 式で お
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